
取り組み内容 経過報告（第３回区民会議　20.1月）
区民会議 ①委員による地域での実践活動 継続実施

②会議でのペットボトルのお茶を廃止 継続実施

小須田委員 ①自宅にコンポストを設置して、堆肥作りを行う。

②長時間点灯する電球をフィラメントタイプから蛍光灯に替える。 ②電気代が約1,000（円／月）節約できた。
酒井委員 ①工場協会事務所でペットボトルキャップの収集を行う。 ①工場協会で実施、12月から事務所以外にも回収箱を設置した。
佐野委員 ①家庭でお得な温暖化対策を行う。

②マイバッグを持参する。 ②レジ袋をもらわない。エコポイントを貯めて買い物をした。
③マイボトルを持参する。 ③無添加の手作りドリンクを持って出掛ける。
④マイ箸を持参する。 ④バッグにいつもマイ箸を入れている。
⑤出掛ける時は、徒歩か自転車で。 ⑤健康のためにも歩くようにしている。

鈴木委員 ①多摩川クリーンアップ大作戦を実施する。 ①市民提案型事業に応募、３月に実施予定。
②「とどろき土手の桜を愛する会」で、桜の木植樹後の維持管理。 ②維持管理を行うことで、土手を守り、治水にもつながる。

竹井委員 ①環境ドキュメンタリー映画「不都合な真実」の上映会を実施。 ①12月、160人超の参加を得、環境への意識向上につなげた。

内藤委員 ①事業内での食事やおやつに塗り箸を使う。 ①事業所内での食事やおやつの時は、塗り箸を使っている。
②おやつ等での生ゴミは、細かくして学童の畑に肥料として埋める ②生ゴミは必ず穴を掘って埋めて、肥料として再利用している。
③落ち葉を集めて、自家製の堆肥をつくる。

⑤事業所で学童とペットボトルキャップの収集を行う。 ⑥19年11月から事業所に回収箱を設置した。
芳賀委員 ①節電 ①こまめに消灯、門灯を終夜点けない、蛍光灯を多く使う。

②節水 ②元栓を締め、水量を制限した。使用時に出しっ放しにしない。
③暖房の制限 ③晴天の日中は、部屋のカーテンを開け、太陽熱を室内に入れる。
④風呂の利用制限 ④家族が連続して入浴して、追い炊きを少なくした。
⑤自家用車の利用を控える。 ⑤近所の買い物に車を使わない。
⑥ペットボトルキャップの収集に協力する。 ⑥回収に協力する。

④不要となったピアニカ、リコーダー、サッカーボールを海外(エ
チオピア、カンボジア）へ届ける。

③生ゴミからの肥料と併せて学童の畑やパンジー花回廊プロジェ
クトの土づくりに役立てている。

④西中原中PTAの協力で楽器類や靴を、フロンターレの協力で
サッカーボールを寄贈してもらい、訪問時に届けたり、送ったり
している。

「（仮称）中原区区民会議地球にいいことプロジェクト」実施計画書・報告書

①暖房温度を１℃高く設定、水の出し放しやポット保温をやめ
る、家族団らん（１室で過ごす）、主電源を切る

①生ゴミや落ち葉などで堆肥を作り、花苗の育成に役立ててい
る。近隣や知人にも設置を勧めている。

②国際交流センターに太陽光発電設備・市民共同発電所を設置す
るため、市民に募金を呼びかける。

②募金目標125万円の内、20％程度集まった。20年３月まで募
金を続けたい（総工事費約825万円）。

資料２



原委員 ①待機電力の節減 ①使っていない電器製品のプラグを小まめに抜いている。
②チラシなどは、リサイクルとして出す ②老人クラブの回収に協力している。

東田委員 ①自宅でペットボトルキャップの収集 ①12月から自宅でキャップの収集を始めた。
②レジ袋の削減 ②買い物でのレジ袋を削減している。
③自動車の利用を控え、自転車を使用 ③近所のちょっとした買い物での自動車の利用を控える。
④ゴミの分別収集の推進 ④牛乳パックやペットボトル、缶などの分別収集を徹底する。
⑤消費電力の削減 ⑤不要な照明をこまめに消すようにしている。
⑥印刷紙の削減 ⑥両面印刷、裏面のメモとして利用、メール利用などで紙の削減。
⑦プリンターのインクカートリッジの回収 ⑦使用済みインクカートリッジを専用回収箱に投入、リサイクル。
⑧洗濯の工夫

松本委員 ①子育てサロンで子どもたちの洋服の着回しを進めたい。
②子育てサロンでのアンケート調査 ②サロン参加者30人にエコの取組についてアンケートを行った。
③エコクッキングをする。
④自宅発エコ宣言をする。

村上委員 ①使用する電池を充電池式に切り替える ①少しずつ本数を増やして、人にも勧めてみようと思っている。
吉房委員 ①ペットボトルキャップの収集を町会で実行している。 ①回収箱を３箇所に設置、区役所にも設置を呼びかけ収集中。

⑧洗濯はある程度の量がまとまってから。少量で急ぐ時は小さな
洗濯機を使う。




